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1) In order to produce hydrocεphalus experimentally a silicone tube flanged with 

Teflon or fascia near the tip was inserted through the fourth ventricle into the mesen・ 

cephalic aqueduct in dogs. After lapse of several days the tube was occluded by ligature. 

By this method hydrocephalus with ventricular dilatation was produced in fairly high 

incidence, i.e. in 12 (87.5%) of 16 dogs. 

2) The same procedure was performed in the dogs in which the skull had pre” 

viously been removed partially or extensively. Ventricular dilatation was observed in 

100% of the dogs with the skull partially removed and in 66.7% of the dogs with the 

skull extensively removed. This fact suggEsts that decompression by extensive skull resec-

tion relieves to some extent the effects of back pressure and arterial pulsation of the 

choroid plexus and prevents the ventricks from dilating. 

中脳水道閉塞による実験的脳水腫の作成について

は， Dandy(1914）のゼラチンキヤソプを用いた報告

以米，種々の物質を用いて諸家が実験を試みている．

我々も tefron或は筋膜のツパを附けた silicontubeを

第W脳室前部より中脳水道に向けて挿入し， aronaで

これを接着する乙とにより好結果を得た．

更に我々は頭蓋骨の部分的或は広範囲除去による減

圧関頭を同時に行った場合，脳室拡大にどのように影

響するかをも観察した．

実験方法： 8～13kgの成犬を用い， thiopental0.5～ 

1.0g静脈麻酔下lζ，実験動物用呼吸器を用いて手術を

行った．後頭下関頭を行い，第W脳室後部を露出し，

その前部で中脳水道lζ向け外径3mm，内径2mmのtefron

或は筋膜のツパを有せる silicontubeを掃入し，これ

を aron"により接着した. tubeより生理的食塩水を

注入し，接着部の漏れの有無を検し，漏れのある場合

は筋膜， aron＂＇により更に補強した．

tubeの＊梢端は項部の皮下lζ誘導し， 5～7日後乙

れを結殺して髄液の流れを遮断した．

また頭蓋内圧を減少させる目的で両側頭骨IC直径3

cmの骨窓をあけたものと，更に広範囲に頭頂部を含め

て頭蓋骨を除去したものに硬膜の切除を行い，硬膜欠
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t員部にガットガーゼを貼布した＇｝$＿験動物を作った上で

同織の操作を行l"JJ凶水臓発＇tへの影響を観察した．

なほ全例剖検時インヂゴカルミン l～2ccを脳室内

へ注入し，閉塞部からの漏れのイj無を確かめた．

図1 部分的頭蓋骨除去広範聞頭蓋骨除去

実験結果 1週間以と生存せる動物16例について脳

室拡大の科度を肉眼的lζ分類してみると，全く拡大し

ていないもの2例，軽度拡大4例， i:j=i等度拡大5例，

強度鉱大：； {§ljであって.87.5%に）j悩宅拡大をぷめてい

る．

表1 脳室の拡大程度と~Hrl-1数

誌でl川～件…4W以｜%
4』ラ I 1:2.5 

＋ 」 2 1 

＋＋ 5 4』） 2 87.5 

tit ‘ヲ

！！悩室内へインヂゴカルミンをli入し漏れの有無を検

した完全閉塞併と不完全閉塞Rf.との聞の関係を見る

と，脳室拡大の碍度は完全閉塞苦手が大である．

脳室拡大の程度と生存期間の聞には表 lの如く比例

関係はなく， 2～3週迄lζ既に強度の鉱大を見，それ

以上，，，存したものでは却って軽度又はr:j=i等度の拡大lζ

留まっていた．

乙れに対して頭蓋骨除去昨では，部分的除去詐lζ軽

度拡大l例，強度拡大3例，広範囲除.Liffては拡大を

認めなかったもの2例，中等度拡大3例，強度拡大l

例を見た．

写真1 I. 軽度拡大 2. rl噂度拡大 3. 強度拡大
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頭蓋骨除去群の生存期間と脳室拡大の関係は表4の

如くで，一般に長j羽生存したものに強度の拡大を認め

fこ．
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削検A;J，髄液の漏れと脳室の拡大程度表2
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組織学的所見：引ilicontubeを挿入し， aron協を注

入した部では， 圧迫により n吋ulusが磁波されて延

髄，小脳，脳幹，脊髄lζ細胞浸潤及び出血巣を認め

た．掃入部附近の小脳皮質ではプルキニエ細胞の変性

を認めた．

実験的脳水腫では，脳室拡大の強弱lζ狗らず神経細

胞はほぼ正常に保たれ，脳室墜lζ近い部の白質lζ血管

及びgliaの増殖を認め，脈絡叢基底部lζ血管の拡張を

認めた．
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実験中偶然発見した巨大な脳水腫犬についてみる

と，皮質の細胞の層的構道には変化なし又 N・i≫l小

体も明瞭に認められたが，髄輸は薄くなっていた．脳

室壁では eprndymaは扇平化し， gliaの噌殖を認めた．

考鍛・従来行はれた実験的脳水腫作製方法は (I)

中脳水道を種々の物質で閉塞する方法， ( ]J）大槽内

lζ種々の物質を注入する方法lζ大別される．

(I）については Dandy(1914〕がゼラチンキャップ

を用いて中脳水道を閉塞せしめこれを作製して以来，

多数の報告がありその主なものは表5の如くで，パラ

フインlζ浸した綿花を用いた Bakay,lamp-blackを漫

I 7 I I I 3 I 4 I 
頭蓋骨除去群lζ於ける脳室鉱大と生存日数

15 

表4

頭蓋骨除去郡

II 広範囲除去群

掛：： ~ I + :;1僻
I I! I I I I 

1吋 €6.7

部分的除去群

ー ｜＋｜骨

生存期間

1～2W  

2～3W 

3～4W  

4W以上

100 % 

笑験的脳水腫の組織（象 （脈絡叢〉写真2
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写真 3

表5 申脳水道を種々の物質で閉塞する方法

審｜ ｜ ‘ ｜ ｜成功｜
喜｜〈名｜挿入物｜例数i例｜%
｜ ｜スポンゼル I I I 
｜ ｜ビニール膜 I I I 
i I吉 村（犬）｜セロハンシリンダー I41 111 I 21 
｜ ｜コロジオンシリンダーl I I 
I llnmp・LIJCkを浸した i I I 2 j[Iocn I犬）｜ド I21 I 1s I 66 I ｜綿花 ｜ ｜ ｜ 
一｜ -17巧ヲ干Jを亘じ五福「「一一｜
3 IBakay （犬） I花 I5 ¥ 4 1 so 

4 lculekc （犬）｜稀ヨードチンクを浸しI38 I 10 I 26 
｜ ｜た綿花 I I I 

15 I 3 I 20 5 IHa回n I I 
その他（犬） ' I 

した綿花を用いた !Iocn等の成績は極めて良好である

が，その他の成績はいすれも成功率30%以下である．

(II）の方法については表6の如く， Peterその他は

Pan top旧quιKaelin,lipoidを用い，教室の斉藤は kこo-

lin, lipocodiumを用い，吉村は Kaolinを用いて好成

績を得ている.Nanagas, 'Vislocki及び Putmm等は

10% bmp-1:-bckを用い， Deは墨汁を用いて比較的好

成績をおさめている．

以上2法の他lζ，Be1ingその他は犬の頭部の静脈を

2固にわたって結殺し21例中13例（76%）に脳室の拡

大を認め， Thomasは犬の側脳室内ICaleuronate sus ・ 

pens旧n或は澱粉を注入し 17例の犬Iζ脳室拡大を認め

表6 大槽内lζ種々の物質を注入する方法

雪l lj l成功人名｜注入物例数例｜%

! I an ooaauc I 5. I 5 I 100 I Peter I P＂可 I I I 
I I 1:<aolin及び Pantopt•quel 7 I 5 I 71 

｜その他（犬） ILir~ ＇ id I z I z I 100 

吉村（犬） ｜ ｜ ｜ I I Kan! in I 8 i 6 I 75 
墨 汁 I 6 I o I o 

3 jfis凶及び ｜ ！ 110% Lairコ－blacPull n L兎l I I 

4 INam 

11 ！；＜－~ lin I 7 i 1 I 14 llng I 1 I I 
（大！｜

6 IDc （ラ yテ）（墨汁 I 59 I 31 I 53 

71斉藤伏） !Kaelin Lipocodium I 63 I 481 76 

たと報告している.Bakayも犬の側脳室l乙アラビアゴ

ムやゼラチンを注入して，実験的脳水腫の作製lζ成功

している．

Millonは，実験的ヴィタ EンA欠乏症のウサギの子

孫に先天性脳水腫が起ると述べ，更に Stuck等は犬，

猫，猿の脳脊髄腔lζ，thorotrastを注入すると， 脳水

腫が起ると報告している．

以上比較してみるとmr法は第H法lζ比して，成績
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は良好とは甘えないようである．

.flt々は請を］IのIi法lζ比して第IJのIi法はいずれもi急

性｛ζ悦液の循環~遮断リする為死亡率が向く， ．且つ漏れ

が多いのではなI功弘之考え定．前述の如く 二氏的！.Cモ，，脳．

水道を閉獲さーせる試みを行づて！6f日11r1114例，.（87日。；) ！ζ 

)j尚宅の鉱大を認めだ；.対ilioon•tl!IOO.をlll脳水道へ挿よし

て tube.と水道黙との間隙ぞ併1'1し，，tl!Jhe，を通1じて飾

液の流れ，J悩圧の変動，宅主を経時的tζ餓堅実じようと考

えたがぜ . a川口実，をm~ ·，てむ完全に総艇のj漏れを~.・4 すz

る乙とはJI：摘に関難干？であった．．然し1/tiζ（j5～7 I I後 6

1次的（（ t11悦を粘総すaる際lζ符胞内の槌減は持軍b併i

lζ動き，．）版E巨そ経時的に測蛇す4るL'l.＇の出来た!ili"if?lyお
あったので，.；持梢織をー皮t卜：に誘導守てるのではなれ．脳．

室心耳勿11を用いれば＇ii＇ζbf.J;}Jヰ効IJ.<ljす：おも’しれない
と考えている．．しJがしきシくは比線的研WHζ雌様物質..

凝lhl.脳e.lil¥'写lζよ’り，tu加古水道主の間際Zおはi;il山町

tuhぞ自体が閉塞されてしまい初期！の目的をi主hえするこ

と！::tlfl；特なかった．．

｜羽寒性脳水腫に於ける脳主主の掠大仏．髄繊の循環釦

遮断され，その bJck pr•田sure lζよって生ずると一般

に考えられているが， Beringは脈絡叢よりの動脈波が

脳室11＆＇ζ作用するζとにより脳差拡大を来すと説明し

ている．

我守は頭蓋骨及び硬膜ぞ広範囲に除去する場合lζ，

それらーの悶部よりの圧力を外部へ逃すことにより脳室

鉱大の発生を防ぎ得るのではないかと考えたのである

が，本実験lζ於いて頭蓋骨除去野では臨床痕状の終減

とそれに伴う生存Ti数の延長が見られた他l乙．部分的

lζ除去したものに 100%の脳室拡大を認めたのに対し

て，広範閤除去群では66.7%に脳窓拡大を認めたに過

ぎなかった．この乙とから広範囲に頭叢骨並びに硬膜

を除去した；場合には或程度 backpre田ureや動脈波を

緩和し，脳？.！鉱大を防1l::L-H米るのではないかと怒！像し

ている．

結語

I J ・ tefron或は筋膜のツパを附けた ＇ilicontubeを

第l恥脳室前部より 111脳水道lζ 向け挿入し， 二次的＇c
tubeを開墾する方法lζより 16例中12例， 87.5≪，？（ζ脳室

拡大を認めたζとから，これは実験的脳水臆作製法と

しては良好な権契lζ値する方法と考える．

2) 頭蓋骨の部分的或は広簡閲除去をfJったうえ

で，同織の操作を行った場合，部分的除去群では100%,

広範閲除去lt'f.では66.7°&0JJ協案拡大を認めた． 乙の’fi

7：から広範聞の減lE附必は或何度 hackpr開；ureや動

l脈波を緩和し！！防事舷大を紋U/:j/＼米る＿（｝Jではないかと考

えられ・る．．
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